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このことについて,博士学位論文審査を実施し,下記の結果を得ましたので報告いたしま
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画像シーンを理解し言葉で表現することは人間にとっては簡単であるが,機械にとっては困
難なタスクである、近年,機械学習技術の発展により複雑な画像シーンを理解することが可能
になってきており,特に画像から言語を生成する分野では,画像シーケンスから自然言語によ

り物語生成する研究が行われている.本論文は,画像シーケンスから物語生成する際に文脈を
利用すること(文脈化)の重要性を指摘し,物語生成における画像からテキストへの変換を行
うための,画像とテキストを同時に扱うマルチモーダルシーケンスモデルを文脈化するための
新たな表現についての研究をまとめたものである

第 1章では,研究の背景,対象とする問題の定義,焦点となる問題,研究目的と本論文の貢
献,論文構成について述べている.第2章では,関連研究にっいて基礎となる概念を整理して

述べている.第3 章では,インスタンスベースのマノレチモーダノレ表現にっいて関連研究と本論
文で提案する表現を述べ,実験結果と評価について述べている.第4章ではマノレチモーダノレシ
ーケンスについて,関連研究と本論文で提案する相関解析と注意制御メカニズムに基づくモデ

ルについて述べ,実験結果と評価について述べている.第5章では,物語生成における画像か
らテキストへの変換に用いるマノレチモーダノレシーケンスモデノレの,クロスモーダノレな注意制御
メカニズムと事前学習したテキスト生成モデルに基づく文脈化手法を提案し,実験によりその
有効性を示している.第6 章では,本論文の成果をまとめるとともに,今後の課題と展望を述
べている

文内容 の 要

機械学習技術の実用化のためには,人間と同様に文脈を適切に利用することが必須である
本論文では,画像シーケンスから自然言語による物語生成を行う問題を対象とし,画像とテキ
ストというマルチモーダルシーケンスを表現する新たなモデルを提案し,さらに相関解析と注
意制御メカニズムを用いて文脈化することによる物語生成手法を提案しており,高い新規性を
有する.本論文の主要な成果は以下のようにまとめられる

D 画像とテキスト間の意味的相関を,インスタンスベースではなくシーケンスベースで抽出
することにより,言語生成において画像中に出現する対象の記述に加え,画像中に現れな
い非視覚的概念の単語を生成できることを示した、文中において,非視覚的概念の単語が
あることにより,生成された物語が単なる対象物の記述に比べてより理解しやすぃものに
なることを示している

2)言語生成における文脈化の改良により,自然言語による物語生成の質を向上させることが
できることを示している.この文脈化のモデルは,文脈がない場合に語粂サイズが小さ
く,単調な文章となることを改良するととに焦点をあてた戦略を取り込んだものである

とれらの成果は学術的に高い評価を受けるとともに,機械学習関連分野への幅広い応用が期
待される.以上より,本論文は博士(工学)の判立論文に相当するものと判定した
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